
おぎの歴史

探検隊

　
令
和
７
年
度
に
７６
歳
に
な
る
人

を
対
象
と
し
た
歯
科
健
診
を
実
施

し
ま
す
。

◆ 

対
象
者　
昭
和
２４
年
４
月
１
日

か
ら
昭
和
２５
年
３
月
３１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

※ 

対
象
者
に
は
４
月
に
受
診
券
を

送
付
し
ま
す
。

※ 

介
護
施
設
な
ど
に
入
所
さ
れ
て

い
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

◆ 

健
診
内
容

　

 

歯
・
粘
膜
・
顎
関
節
の
状
況
、

噛
み
合
わ
せ
や
義
歯
の
状
態
確

認
、
飲
み
込
み
テ
ス
ト
、
頬
の

ふ
く
ら
ま
し
検
査
な
ど

◆
実
施
期
限

　
令
和
８
年
３
月
３１
日
㈫

　
（ 

た
だ
し
、
医
療
機
関
の
休
診

日
は
除
き
ま
す)

◆
費
用　
無
料

※ 

健
診
後
に
治
療
が
必
要
な
場
合

の
治
療
費
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

◆
実
施
場
所

　
佐
賀
県
内
の
歯
科
医
院

　
（
一
部
を
除
く
）

◆ 

受
診
方
法

　

 

事
前
に
歯
科
医
院
へ
の
電
話
予

約
が
必
要
で
す
。

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

☎
６４
・
８
４
７
６

　
農
業
者
の
皆
さ
ん
、
自
然
災
害

へ
の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
。

　
近
年
、
自
然
災
害
に
よ
っ
て
た

く
さ
ん
の
農
業
用
機
械
が
被
災
し

て
い
ま
す
。

　
事
前
に
で
き
る
備
え
と
し
て
、

農
業
用
機
械
の
保
険
（
共
済
）
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
災
害
が
予
測
さ
れ
る
場

合
に
は
、
事
前
に
農
業
用
機
械
を

避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

※ 

保
険
の
詳
し
い
内
容
は
、
お
近

く
の
Ｊ
Ａ
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
、
損

害
保
険
会
社
代
理
店
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

佐
賀
県　
生
産
者
支
援
課

☎
２5
・
７
３
６
４

お

知

ら

せ

７６
歳
歯
科
健
診

（
歯し

あ
わ
せ
健
診
）
を

受
け
ま
し
ょ
う

農
業
機
械
の
保
険（
共
済
）

へ
の
加
入
お
よ
び
農
業
用

機
械
の
避
難
に
つ
い
て

情報いろいろ INFORMATION

　昭和天皇が、敗戦で焦土
と化した日本各地を訪ねる
全国巡幸に出発されたのは

昭和21年２月のこと。これは戦禍で傷ついた国民の
心を慰め、復興に立ち上がるよう励ますためでした。
ソフト帽に背広姿で気さくに人々とお話しになる昭和
天皇を、全国の人々は熱狂的に歓迎しました。
　九州への巡幸が行われたのは昭和24年。佐賀への
行幸は、５月22日から24日までの３日間で、このう
ち初日の22日に小城を訪問されました。佐賀市内や
高木瀬村の巡察を経て、16時、小城に到着された昭
和天皇はまず、駅のすぐ東側にあった片倉工業小城製
糸所を訪問。工場内で製糸過程を視察し、工員たちを
激励されました。
　この後、西小路の小城共同授産所へと移動。昭和天
皇をお出迎えしたのは、小城鍋島家の当主で元子爵の
鍋
なべ

島
しま

直
なお

庸
つね

氏と清
すみ

子
こ

夫人でした。共同授産所とは、引揚

者や戦災の罹災者、遺族などが共同で働く場所で、小
城では５0人の従業員が和傘を作っていました。組合
長の説明を受けて、昭和天皇は和傘製造の様子をご覧
になり、人々にお言葉をかけられました。
　この間、小城での視察時間は40分。分刻みの強行
軍でしたが、そこからは寸暇を惜しんで国民に接しよ
うとされる昭和天皇と、町を上げて歓迎する人々の姿
が浮かんできます。（続）

昭和小史〈１〉小城を訪れた昭和天皇 小城郷土史研究会／著

◀
昭
和
天
皇
を
お
迎
え
す
る
鍋
島
夫
妻
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野
焼
き
火
災
と

　
　
　
　
農
機
具
火
災
の
撲
滅
へ

　
春
先
に
な
る
と
必
ず
発
生
す
る

「
野
焼
き
火
災
」と「
農
機
具
火
災
」。

「
少
し
く
ら
い
な
ら
大
丈
夫
」
と

い
う
気
の
緩
み
が
、
火
災
に
繋
が

り
ま
す
。

　
一
度
燃
え
広
が
る
と
、
消
火
す

る
こ
と
は
難
し
く
、
大
き
な
被
害

と
大
き
な
悲
し
み
を
生
み
ま
す
。

す
べ
て
を
失
う
前
に
、
火
の
用
心

佐
賀
広
域
消
防
局　
予
防
課

☎
３３
・
６
７
６
５

　
県
内
と
九
州
佐
賀
国
際
空
港
を

結
ぶ
乗
合
リ
ム
ジ
ン
タ
ク
シ
ー
の

運
賃
を
改
定
し
ま
す
。

◆
適
用
日　
4
月
1
日
～

　
詳
細
は
、
九
州
佐
賀

国
際
空
港
活
性
化
推
進

協
議
会
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

九
州
佐
賀
国
際
空
港

活
性
化
推
進
協
議
会

☎
２5
・
７
１
０
４

イ

ベ

ン

ト

　
「
牛
津
を
ジ
ャ
ズ
の
街
に
」
を

合
言
葉
に
続
け
て
き
た
牛
津
赤

れ
ん
が
館
ジ
ャ
ズ
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

ジ
ャ
ズ
上
級
者
の
み
が
集
う
場
所

に
留
ま
ら
ず
、
初
心
者
や
ジ
ャ
ズ

に
馴
染
み
が
薄
い
観
客
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
セ
ッ
シ
ョ
ン
会
場

を
目
指
し
て
１０
年
目
に
入
り
ま
し

た
。

　
５
月
は
さ
せ
ぼ
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
ジ
ュ

ニ
ア
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
指
導
者
を

お
迎
え
し
ま
す
。
楽
器
を
持
参
し

セ
ッ
シ
ョ
ン
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

聴
く
だ
け
の
人
も
大
歓
迎
で
す
。

◆
日
時　
５
月
３
日（
土・祝
）

　
１３
時
～
１６
時

◆
場
所　
牛
津
赤
れ
ん
が
館

◆
協
力
支
援
金

　
５
０
０
円

　
（
高
校
生
以
下
無
料
）

◆
定
員　
５０
人

牛
津
赤
れ
ん
が
会

☎
０
９
０
・
８
７
６
２
・

　
８
３
２
６
（
田
中
）

◆
日
時　
５
月
１１
日
㈰　
１４
時
～

◆
場
所　
牛
津
駅 

待
合
室

◆
入
場
料　
無
料

◆
駐
車
場　
牛
津
公
民
館

◆
内
容

　
木き

須す

千ち

津づ

子こ

と
Ｋ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
リ
ト

ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

・
ピ
ア
ノ　
木
須
千
津
子
さ
ん

・
そ
の
他
楽
器　
演
奏
者
多
数

　
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
で
楽
し
い

ア
ン
サ
ン
ブ
ル

牛
津
街
づ
く
り
推
進
室

☎
９７
・
５
０
７
５
（
古
賀
）

（
月
～
土
曜
日  

９
時
～
1８
時
）

　
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
の
よ
う
な
、

牛
津
駅
の
ピ
ア
ノ
を
使
っ
た
日
曜

日
お
昼
の
緩
い
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
で

す
。
ピ
ア
ノ
ト
リ
オ
と
ボ
ー
カ
ル

の
演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　
５
月
１8
日
㈰

　
１４
時
～

◆
場
所　
牛
津
駅 

待
合
室

◆
入
場
料　
無
料

◆
定
員　
５０
人

牛
津
赤
れ
ん
が
会

☎
０
９
０
・
８
７
６
２
・

　
８
３
２
６
（
田
中
）

　
今
年
も
佐
賀
に
わ
か
座
長
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
牛
津
町
は
、
佐

賀
に
わ
か
の
発
祥
の
地
で
す
。
皆

さ
ん
大
い
に
笑
い
に
来
て
く
だ
さ

い
。

◆
日
時　
５
月
２５
日
㈰　
１４
時
～

◆
場
所　
牛
津
公
民
館

　
１
階　
ホ
ー
ル

◆
入
場
料　
１
、０
０
０
円

◆
定
員　
１
５
０
人

◆
出
演
一
座

・
う
し
づ
仁
〇
加
倶
楽
部

・
多
久
チ
ン
ド
ン
芸
能
隊

・
き
ん
ち
ゃ
ん
一
座

牛
津
赤
れ
ん
が
会

☎
９７
・
５
０
７
５

　
借
入
れ
や
ロ
ー
ン
の
返
済
に
お

悩
み
の
人
を
対
象
に
、
債
務
整
理

や
家
計
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て

相
談
員
が
面
談
に
応
じ
ま
す
。

◆ 

日
程

　
５
月
２１
日
㈬
、
６
月
１8
日
㈬
、

　
７
月
１６
日
㈬
、
８
月
２０
日
㈬
、

　
９
月
１７
日
㈬
、
１０
月
１５
日
㈬
、

　
１１
月
１9
日
㈬
、
１２
月
１７
日
㈬
、

　
令
和
８
年
１
月
２１
日
㈬
、

　
２
月
１8
日
㈬
、
３
月
１8
日
㈬

◆
時
間

　
１３
時
～
１５
時
３０
分

◆
場
所

　
佐
賀
財
務
事
務
所

　
（
佐
賀
第
二
合
同
庁
舎　
７
階
）

◆
申
込
方
法

　
相
談
日
の
２
営
業
日
前
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

財
務
省
福
岡
財
務
支
局

多
重
債
務
相
談 

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
９
２
・
４
１
１
・

　
７
２
９
１

一
瞬
の
気
の
緩
み
が
、

一
生
の
悲
し
み
に

▲
インスタグラム

▲
ホームページ

九
州
佐
賀
国
際
空
港

リ
ム
ジ
ン
タ
ク
シ
ー

運
賃
改
定
の
お
知
ら
せ詳細は　

こちら▶

牛
津
赤
れ
ん
が
館
ジ
ャ
ズ

ラ
イ
ブ
＆
セ
ッ
シ
ョ
ン

第
5０
回
牛
津
駅
ピ
ア
ノ

コ
ン
サ
ー
ト

牛
津
駅

ジ
ャ
ズ
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

第
1０
回
佐
賀
に
わ
か

座
長
大
会

令
和
７
年
度　
多
重
債
務

の
無
料
出
張
相
談
会

▲実際あった火災の写真
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外
国
の
人
に
日
本
語
を
教
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
外
国
語
が
で
き
な
く
て

も
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で
大
丈

夫
で
す
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本

を
分
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

◆
日
時　
５
月
３０
日
㈮

　
１9
時
～
２０
時
３０
分

◆
場
所　
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城

　
１
階　
研
修
室

◆
定
員　
１０
人

　
や
さ
し
い
日
本
語
と
は
、
普
段

使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
外
国
の
人

で
も
分
か
る
よ
う
に
配
慮
し
た
日

本
語
の
こ
と
で

す
。
障
が
い
の

あ
る
人
や
高
齢

の
人
に
も
分
か

り
や
す
く
、
今

注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
例
）休
日

　
　
　
→
休
み
の
日

　
　
高
台
へ
避
難

　
　
　
→
高
い
と
こ
ろ
へ
逃
げ
て

お
ぎ
日
本
語
教
室

☎
０
９
０
・
５
３
８
７
・

　
０
１
６
２
（
秋
吉
）

　

akiyoshi.you

　

@
gm

ail.com

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
し
た
学
習
支
援
事
業
を

実
施
す
る
に
あ
た
り
、
生
徒
と
学

習
支
援
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆ 

日
時

　
毎
週
火
・
水
曜
日

　
１8
時
～
２０
時

◆
場
所

・
火
曜
日
：
牛
津
公
民
館

・
水
曜
日
：
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と
小
城

　
（ 

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
）

生
徒
募
集

◆
対
象
者

　
市
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の

小
・
中
学
生

◆
参
加
費

　
無
料
（
学
習
道
具
持
参
）

　
中
学
3
年
生
は
高
校
受
験
対
策

と
し
て
、
特
別
講
習
会
を
年
3
回

（
夏
・
秋
・
冬
）
ほ
ど
実
施
し
て

い
ま
す
。

学
習
支
援
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

募
集

◆
内
容

　
学
習
支
援
や
進
学
相
談

◆ 

対
象
者

　
元
教
員
、
大
学
生
、
一
般
社
会

人
な
ど
（
教
員
資
格
不
要
）

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
に
加
入
。
1
回
に

つ
き
交
通
費
相
当

１
、０
０
０
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

（
一
財
）
佐
賀
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
９７
・
９
７
６
７

刈
払
機
安
全
講
習

◆
日
程

　
６
月
２５
日
㈬

◆
場
所

　
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
九
州
株
式
会
社

　
佐
賀
教
習
セ
ン
タ
ー

◆ 

内
容

　
刈
払
機
な
ど
の
使
用
要
領
・
安

全
に
つ
い
て
基
礎
か
ら
応
用
ま
で

そ
の
技
術
と
知
識
を
学
ぶ
講
習

◆
申
込
期
限　
６
月
１２
日
㈭

◆
受
講
料　
無
料

◆
対
象
者

・ 

佐
賀
県
在
住
で
原
則
６０
歳
以
上

の
人

・ 

受
講
後
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
を
希
望
さ
れ
る
人

企
業
お
よ
び

 

シ
ニ
ア
求
職
者
説
明
会

◆
場
所
・
日
時

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
賀

　
６
月
１０
日
㈫
、
２４
日
㈫

　
９
時
～
１２
時　

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
武
雄

　
６
月
１３
日
㈮　
１３
時
～
１６
時

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
唐
津

　
６
月
１７
日
㈫　
１３
時
～
１６
時

◆ 

内
容　
新
た
な
人
生
の
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
（
就
業
）
の
場
所

と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
て
も
ら
う
た
め

の
説
明
会

◆
対
象
者

・ 

６０
歳
以
上
の
新
た
な
就
業
を
希

望
さ
れ
る
人

・ 

６０
歳
以
上
の
退
職
を
予
定
さ
れ

て
い
る
人

・ 

企
業
を
退
職
す
る
社
員
の
た
め

に
新
た
な
就
職
先
が
必
要
な
担

当
者
の
人　

公
益
社
団
法
人

佐
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会

☎
２０
・
２
０
１
１

◆
募
集
科
名　
電
気
設
備
施
工
科

◆
定
員　
１５
人

◆ 

応
募
資
格　
新
た
な
職
業
に
就

こ
う
と
す
る
求
職
者
で
、
受
講

意
欲
が
あ
り
公
共
職
業
安
定
所

長
か
ら
受
講
指
示
ま
た
は
受
講

斡
旋
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
な

人
◆
受
講
料　
無
料

◆
募
集
期
間

　
５
月
１
日
㈭
～
３０
日
㈮

◆
選
考
日　
６
月
６
日
㈮

※
筆
記
試
験
、
面
接

◆ 

訓
練
期
間

　
７
月
２
日
㈬
～
１２
月
２６
日
㈮

◆ 

応
募
方
法　
最
寄
り
の
公
共
職

業
安
定
所
で
相
談
の
上
、
応
募

書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

☎
２６
・
９
５
１
６

募

集

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

初
任
者
研
修
参
加
者

募
集

ひ
と
り
親
家
庭
の

学
習
支
援　
生
徒
募
集

学
習
支
援
員
募
集

詳細は　
こちら▶

佐
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
連
合
会

講
習
会
お
よ
び
説
明
会

職
業
訓
練
受
講
生
募
集 

（
７
月
入
所
生
）
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